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C O N T E N T S

・育児休業を取得した男性教職員へインタビュー

・ダイバーシティ推進に関する学内FD「理系女子をどう増やすか？」を開催しました

・IBADAYにて「ワクワク科学ワークショップ」を開催しました



特集
育児休業を取得した男性教職員へインタビュー

本学の教職員は、子を養育するため育児休業をすることができます。

本学では、女性教職員の育児休業取得率はR4～6年度の３年間連続で100％となっています。

男性教職員の育児休業取得率もR３年度から増加傾向にあり、R6年度には約80％の人が育児休業を取得しています。

＊育児休業取得率(％)＝
事業年度内に育児休業等を取得した男性の人数
事業年度内に配偶者が出産した男性の人数

×100

＜グラフ：R3～６年度の茨城大学における男性の育児休業取得率＊（教職員別）＞

制度も充実しており、通常の「育

児休業」とは異なる「出生時育

児休業（通称：産後パパ育休）」

という制度もあります。

制度についてご不明な点がご

ざいましたら、ダイバーシティ推

進室にお問合せください。

ダイバーシティ推進室では、男性の育児休業を

より促進させるため、育児休業を取得した３名

の男性教職員の方に、育児休業を取得したきっ

かけや、取得した感想を伺ってきました。

みなさんの参考になりましたら幸いです。



（１）どの時期にどのくらい育児休業を取得しましたか？

子どもが生まれて10日後から３週間育児休業を取得しました。

（２）育児休業を取得しようと思ったきっかけはありますか？

私も妻も実家が県外のため両親に育児を頼ることが難しく、育児を夫婦で分担し

ないといけないと思い、育児休業を取得して育児に参加しようと決めました。ま

た、茨城大学に来る前はドイツで研究していたのですが、ドイツでは育児に対する

考え方が日本と異なり「育児に参加するのは当たり前」という考え方でした。オ

フィスにベビーベットを置きながら研究している方もいらっしゃったんです。この

ようなドイツの考え方の影響も大きかったのだと思います。

（4）育児休業を取得して一番よかったことは何ですか？

家事分担をすることで産後直後の妻の負担を軽減できたことだと思います。また、長子も小学校に入学する頃で、環境が変

化する中で大変だったと思います。長子のケアに回れたのも良かったです。長子で育児を経験していたため、次子の方が余

裕を持って育児に取り組むことができたのも良かったです。

（5）復帰後の働き方で変わったことはありますか？

もともと夜遅くまで大学に居る方ではなかったので、大学に居る時間は変わらないと思います。ただ、時間の使い方は意

識するようになりました。通勤時間も仕事をする貴重な時間になっています。また、子どもが風邪をひいたり、急なトラブ

ルに見舞われた時に困らないよう、前もって仕事に取り組む習慣がつきました。育児をしていると研究時間が少なくなり、

生産性（研究業績）は下がるのではと思う方もいらっしゃるかもしれませんが、不思議なことに生産性はあまり下がりませ

んでした。少ない時間の中でも集中して研究に取り組めるようになりましたし、育児をしている最中に良いアイデアが浮か

ぶこともありました。

基礎自然科学野・准教授・藤谷 渉先生

（6）大学として、何が変わると男性の育児休業がもっと当たり前になると思いますか？

文化・意識面が変わるといいと思います。出産・育児がライフイベントの中で尊いものだというような意識が皆さんの根

底にあることが重要だと思います。もちろん、男性が育児に参加するということは、女性の社会復帰を促進することなので、

温かく見守る文化・意識が大事だと思います。また、仕組み的な面では、育休に限らず体調不良等で１人休業したとしても

何とかなるようなリスク管理体制が構築されていると良いと思います。

（7）これから育児休業の取得を考えている方にひとことお願いします。

一生懸命仕事をすればするほど「育児休業を取得すること（休むこと）が後ろめたい」と思ってしまうかもしれません。それ

は健全な反応だと思います。しかし、育児休業は休む期間ではなく、子どもを育てる=次世代の未来へ繋げていく大切な

活動なので、後ろめたいと思わずに育児休業を取得していただければと思います。

（3）先生は育児休業を取得された後、サバティカルでドイツに滞在していたと伺いました。ドイツでのエピソードを聞きたいです。

妻、長子、生後２ヶ月の次子の家族全員でドイツに向かい、半年間滞在していました。長子はドイツの小学校に通学させて、次

子はドイツで予防接種を受けました。予防接種や離乳食、ベビー用品は日本のものと違っていたので少し大変でした。ただ、

バスや電車に乗る時も手伝ってくれたり、エレベーターに乗る時も優先してくれたりと、社会全体が子供の成長を喜ばしい

と思っているのを感じられました。日本もそうなると良いなと思いました。



（１）どの時期にどのくらい育児休業を取得しましたか？

長男は生後２ヶ月の時に11日間取得しました。妻が里帰り出産をしてい

たため、妻と子が実家から戻ってくるタイミングで取得しました。

次男は生後１～２ヶ月の時に28日間取得しました。この時は「出生時育児

休業」という国の制度が始まったのでそれを利用しました。

次男の出産の際も里帰り出産をしたので、長男は保育園を２ヶ月間休園

して、妻の里帰り出産に付き添いました。この間は妻の実家近くの保育園

にお願いして一時保育をしてもらいました。次男が生まれた時は特別休

暇（ワーク・ライフ・バランス休暇・出産付添休暇・子の看護休暇など）をよ

く活用しました。今振り返ると２人目の出産のときは、配慮するところが

たくさんあり、育児休業や特別休暇の制度が充実していたのでありがた

かったです。

（２）育児休業を取得しようと思ったきっかけはありますか？

社会が「育児休業を取得しよう」という雰囲気に変わってきたからという面が大きく影響していると思います。また、長男

の時には男性職員で育児休業を取得する人が増え始めた時期だったので、取得しやすい雰囲気でした。上司や同僚も取得

に前向きな反応を示してくれました。

（３）育児休業を取得して一番よかったことは何ですか？

短い期間ですが育児を体感することができたことですね。育児休業を取得しなかった場合、自分が仕事している間はパー

トナーが育児をすることになると思うのですが、パートナーがどのような苦労をして育児に取り組んでいるかを体感するこ

とができません。パートナーの大変さを知ることで、相手の視点に立って物事を考えられるようになることは、今後の家族

形成の一助になると考えています。

（４）復帰後の働き方で変わったことはありますか？

家に帰ったら子どもをお風呂にいれたり、寝かしつけたりする役割があるので、早く帰るよう意識するようになりました。

総務部人事労務課・係長・横手利幸さん

（５）大学として、何が変わると男性の育児休業がもっと当たり前になると思いますか？

企業風土の醸成が重要と考えています。子どもの有無に関わらず、みんなが休暇を取りやすい企業風土を作っていくこと

が大事だと思います。そのために、不要な業務を削減する、取り組む事業を選定する、会議のスリム化など、業務をスクラッ

プすることが重要だと思います。

（６）これから育児休業の取得を考えている方にひとことお願いします。

国の制度も充実してきているので、ぜひ育児休業を取得してみてください！



（１）どの時期にどのくらい育児休業を取得しましたか？

子どもが生まれる頃から４ヶ月間育児休業を取得しました。

（２）育児休業を取得しようと思ったきっかけはありますか？

1人目の時は育児休業を取得しなかったのですが、今回は2人目の子が

生まれるということで、妻の育児等の負担が大きくなってしまうので、負

担を減らそうと思ったことがきっかけです。また、１人目の子が入園する

タイミングだったこともきっかけの１つです。

（３）育児休業を取得して一番よかったことは何ですか？

子どもたちと接する時間が取れたことや、子どもたちの成長を感じるこ

とができたことが良かったです。また、1人目の時よりも心に余裕を持っ

て育児することができました。

（４）復帰後の働き方で変わったことはありますか？

なるべく残業はしないように心がけています。

また、子の看護等休暇なども利用しています。附属学校園の休暇制度は充実していると感じています。特に分単位で休暇

が取得できることは大変ありがたいです。周りの子育てしている先生方も「分単位で休暇が取得できて助かる」という話を

していました。

附属特別支援学校・教諭・宮﨑 諒一先生

（６）大学として、何が変わると男性の育児休業がもっと当たり前になると思いますか？

個人的には、現時点でも十分育児休業を取得しやすいと思いました。しいて言うなら、ロールモデルの方が発信してくだ

さっていると取得しやすくなると思います。育児休業を取得された方が今の職場にいることで「育児休業を取得しても大

丈夫な職場なんだ」という雰囲気になると思います。また、相談もしやすかったです。また、管理職の先生も相談しやすい雰

囲気なのもありがたかったです。先輩の先生の中には「育児休業を取得する人が増えたら、後輩たちも取得しやすくなるか

ら取得したらいいよ」と言ってくださった方もいました。

（７）これから育児休業の取得を考えている方にひとことお願いします。

普段の生活と変わるので、いざ取るとなると心配でしたが、心配していることはどうにかなるので、かけがえのない時間を

楽しんでいただけたらと思います。

（５）育児休業を取得しやすい雰囲気でしたか？

取得しやすかったと感じています。県立学校では育児休業の取得率100％を目指していることもあり、育児休業を取得さ

れている先生が多いイメージです。また、本校でも育児休業を取得された先生方がいらっしゃったので「取得したらいいよ」

と後押ししてくださって良かったです。



近年、日本での女性研究者の割合は増加傾向にありますが、先進諸国と比べるとまだ低い状況にあります。

（参考：https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/lifeevent/1418878.htm）

また、本学でも女性研究者の数はまだ少ないのが現状です。そこでダイバーシティ推進室では、将来的な女性研究者の増加に

繋げる取り組みとして、今回は、理系分野への進学を目指す女子中高生の裾野を広げることに着目しました。工学部の協力の

もと、令和7年9月22日（月）に茨城大学図書館ライブラリーホールにてFDを開催し、会場約20名、オンライン約90名の計

110名の方々にご参加いただきました。

イベント
ダイバーシティ推進に関する学内FD「理系女子をどう増やすか？」を開催しました

続いて、工学部の田嶋美砂子准教授から、工

学部が取り組んでいる女子中高生の理系選

択応援プロジェクト「ミライエ・ラボ」の具体

的な取り組みについて説明がありました。こ

れらの取り組みに参加した方からは「理系の

職業は様々な種類があることが分かった。」

「キャリアワークショップを受講して理系の

職業に興味が持てた」「以前は女性が理系で

働きづらいことがあったが、今は変わって女

性でも活躍できるようになってきているこ

とが分かった」という声が寄せられたことを

紹介しており、これらの取り組みが理系に興

味を持つ重要な機会になっていることが窺

えました。

▲ミライエ・ラボの取り組みを紹介する田嶋准教授

▲工学部の取り組みを紹介する乾工学部長

第１部では、はじめに乾正知工学部長から、工学部に進学する

女性を増やすための取り組みについて紹介がありました。

この取り組みは、2023年度に採択されたJSTの「女子中学生

の理系進路選択支援プログラム」をきっかけとして始まり、現

在は工学部で自走化され「ミライエ・ラボ」と名称を変え、引き

続き取り組まれています。

続けて、工学部で取り組んでいることとして「推薦型選抜への

女子枠（15名）の導入などの受験状況の改善」「女子中高生向

けのキャリア教育」「工学部内の変革」といった３つの内容につ

いて説明がありました。

また、説明の最後には「男女を問わず、誰にとっても魅力的な

キャンパスにしたい」とも語られました。

https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/lifeevent/1418878.htm


参加者からは「各学部長や学環長から本音に近い話が聞ける貴重な機会で、大変参考になった」「女子学生から進路決定時期や進

路決定にあたり参考とした情報を直接聞くことが良かった」「理系女子を増やす意義やその在り方について、学部・学環・教職員が

一体となって考える貴重な機会となった」といったコメントが寄せられました。

第２部では、工学部の女子学生４名が登壇し、理系を選択したきっかけや、工学部を選んだ理由について話してくださいました。

理系に進学した理由は様々で、「理系の勉強が面白かったため理系を選択し、就職に有利だと思い工学部を選んだ」 「高校生の

時に行ったボランティア活動の中でプラスチックごみについて考えるようになり、高分子化学を学びたいと思い工学部を選ん

だ」 「医療職に興味を持ち理系を選択したが、高校の化学の先生の授業が面白く、身の周りに科学が応用されていると知り、工

学部に興味を持った」「両親がSEだったことや理系科目が得意だったことから理系を選択し、AIが進む中でAIだけではできな

いこともあると思うのでその可能性を見つけるため工学部に進学した」と教えてくれました。理系を選択した経緯や工学部を選

んだ理由はそれぞれでしたが、みなさん共通して「工学部を選択して良かった」とおっしゃっていたのが印象的でした。

第３部では菊池理事と各学部長、学環長が登壇し、佐藤

ダイバーシティ推進室長がファシリテーターとなり、中

高生の理系選択のために各学部が取り組んでいること

や各学部の現状についてトークしました。理学部の岡

田学部長からは「少ないリソースを有効活用しながら、

ミライエ・ラボの活動に理学部も全面的に協力していけ

れば」とのコメントがありました。農学部の宮口学部長

からは「農学部は女子学生は多いが物理・数学が好き

ではない学生も多い印象。また、高校の先生の中には

「農学部＝田んぼや牛」といったイメージの方もいる。

それもあって、昨年から高校１年生の女子生徒向けにDNA抽出の模擬実験を始めることで、そのイメージを払拭してきている」

という、農学部の活動が述べられました。教育学部の勝二学部長は「小学校の教員は女性が多いが、教育学部で教科選修別に見

ると、数学や理科などは女子学生が少ない傾向にある」という現状を話されていました。人文社会科学部の原口学部長は「人文

社会科学部の中でも心理系は数学を使う機会があるが、女子学生が結構来ている。また以前は、法律経済学科は県内の男子学

生が多かったが、今は女性も増え始めた」という学生の傾向についてのお話がありました。地域未来共創学環の福与学環長は

「学環は文理や男女の区別を特に意識しないことが特長。実際は、女性が若干多く、ビジネスとデータサイエンスのプログラムで

は、ビジネスプログムを選択する学生が多い」と語られました。



イベント
IBADAYにて「ワクワク科学ワークショップ」を開催しました

ダイバーシティ推進室では、将来、理系分野への進学する学生を増加させ

るための試みとして、小学生を対象に科学ワークショップを開催しました。

実験の前に、佐藤ダイバーシティ推進室長から小学生にダイバーシティに

ついて少し話をしました。

「ダイバーシティという言葉を聞いたことがありますか？」と佐藤室長が

聞くと、「聞いたことある！みんな違ってみんないいってことだよね！」

と答えてくれた小学生もいました。

そこから「なぜ今ダイバーシティが重要とされているのか」について、日

本の人口の推移や歴史に触れながら説明しました。

ダイバーシティの話の後は・・・お待ちかねの実験の時間です！

「熱エネルギー応用研究会」の学生のみなさんが、「熱」を使った実験を

２つ用意してくれました。

１つは熱いポットのお湯と保冷剤の温度差を利用して電流を流し、その

電流で風車を回してみようという実験です。小学生たちは、折り紙で風

車を作るところから挑戦です。完成した風車にモーターとペルチェ素子

という材料を繋げます。お湯の入ったポットと保冷剤でペルチェ素子を

挟むと・・・風車が回転しました！実験成功です！

もう１つは感熱紙というレシートなどに使われている紙にスティックのり

で絵を描いて熱を加えてみようという実験です。白い紙にのりで絵を描

いても何も分からない・・・かと思いきや。

お兄さんに紙を熱してもらうと、だんだん紙が黒くなって、描いた絵が浮

かび上がってきました。浮かび上がってくる様子を真剣に見つめる子ど

もたち。こちらも実験成功です！

参加した小学生からは、「ここでしか出来ない実験ができて楽しかった」

「実験して科学に興味がもっとわいてきた」「また来たい」という感想が寄

せられました。またワークショップに来てね。


